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（評価者：海域ワーキンググループ） 
モニタリング項目 No．６ ケイマフリ・ウミネコ・オオセグロカモメ・ウミウの生息数、

営巣地分布と営巣数調査 

モニタリング実施主体 環境省釧路自然環境事務所    

対応する評価項目 Ⅱ．海洋生態系と陸上生態系の相互関係が維持されていること。 

Ⅲ．遺産登録時の生物多様性が維持されていること。 

Ⅳ．遺産地域内海域における海洋生態系の保全と持続的な水産資源利

用による安定的な漁業が両立されていること。 

Ⅶ．レクリエーション利用等の人為的活動と自然環境保全が両立され

ていること。 

モニタリング手法 ウトロ港から知床岬を経て相泊港までの区画ごとの繁殖数をカウン

ト。ケイマフリは、生息が確認されている範囲において海上の個体数

をカウント。営巣数の変動についても記録する。 

評 価 指 標  営巣数とコロニー数、特定コロニーにおける急激な変動の有無。 

評 価 基 準  おおよそ登録時の営巣数が維持されていること。 

評 価 ■評価基準に適合 □評価基準に非適合 

□改善 ■現状維持 □悪化 

この 20年の海鳥 4種の繁殖数の変化傾向がわかった。長期的傾向と

して、ケイマフリはゆるい増加、カモメ類はゆるい減少傾向にある。

その要因や人間による影響についてはよくわかっていない。 

今 後 の 方 針 モニタリングを継続する。 

カモメ類は緩やかな減少傾向にあり、調査継続の必要がある。希少

種のケイマフリは緩やかな増加傾向にあるが個体数はまだ少なく、同

様に調査継続の必要がある。 

※「今後の方針」には、評価を踏まえた対応方針（例：現状のモニタリングを継続、モニタリング項目

の追加、○○事業の実施 等）を記載 
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◯モニタリングの概要 

（１）ケイマフリ 

調査・モニタリング名 ケイマフリの生息海域の分布や繁殖地等の生息状況調査 

主 な 内 容 ケイマフリの生態把握 

対 象 地 域 斜里町（ウトロ港〜エエイシレド岬） 

調 査 期 間 2016年 7月 1日～８月 1日 

調 査 主 体 環境省 

 

 

 

 

2016年の最高羽数は7月7日の239羽で、これは2002年の調査開始以来最も多い個体数となった。また、平均個体数は159

羽で、こちらも調査開始以来最多となった。 

 

 

調査・モニタリング名 ケイマフリ営巣分布調査 

主 な 内 容 ケイマフリの繁殖状況を把握するために、営巣地域及び営巣数ついて調査 

対 象 地 域 斜里町（プユニ岬〜エエイシレド岬） 

調 査 期 間 2016年７月 1日～８月１日 

調 査 主 体 環境省   

 

表１ 記録数の変化 

表出典：環境省「平成 28年度知床国立公園ウトロ海域におけるケイマフリ調査業務報告書」 

表 2 ケイマフリの営巣数の経年変化 
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2016年に確認した営巣数は 57巣と昨年（2015年）よりも 11巣多い結果となり、また、過去最高の確認数となった。巣は 2m

～40m の岩穴や岩の隙間であった。 

 

 

（２）ウミネコ、オオセグロカモメ、ウミウ 

 

調査・モニタリング名 2016年知床半島における海鳥の営巣状況 

主  な  内  容 海鳥を保護していくために必要な基礎データを収集 

対  象  地  域 斜里町ウトロ港周辺〜羅臼町相泊港 

調  査  主  体 ウトロ海域環境保全協議会 

   

                     

 

 

 

 

 

図 1 海鳥繁殖分布調査範囲と区域割 

「2016年海鳥繁殖分布」ウトロ海域環境保全協議会 

 

表出典：環境省「平成 28年度知床国立公園ウトロ海域におけるケイマフリ調査業務報告書」 
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 ・ウミネコ 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

 2001年の 776巣をピークに減少し続けており、2013年と 2015年には営巣の確認ができなかったが、2016年は 8巣確認できた。 

表出典：「2016海鳥営巣経年」ウトロ海域環境保全協議会 

表 3 ウミネコの営巣数の経年変化 

0は営巣数がなし  

図 2 ウミネコの営巣数の経年変化  

表図出典：同上 

 

表 4 知床半島全体におけるウミネコの営巣数（1997～2016年） 
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 ・オオセグロカモメ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5 オオセグロカモメの営巣数の経年変化(1997年から 2006年) 

0は営巣数がなし  －は未調査 

※2006年と 2010年そして 2015年はモニタリングサイト 1000 と知床海鳥研究会の共同調査 

表 6 オオセグロカモメの営巣数の経年変化(2007年から 2016年) 

表出典：「2016海鳥営巣経年」ウトロ海域環境保全協議会 
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・ウミウ 

 

 

 

表 7 オオセグロカモメのウトロ市街地から羅臼相泊までの営巣数（2006～2016年） 

図 3 オオセグロカモメの営巣数の経年変化  

図出典：同上 

 2006年は 1709巣が確認されたが、年によっては上下するものの全体的な流れとしては減少している。2014年から増加の兆

しが見えたが、2016年には減少し、773巣となった。 

表 8 ウミウの営巣数の経年変化（1997年から 2006年） 

表出典：「2016海鳥営巣経年」ウトロ海域環境保全協議会 

0は営巣数がなし  －は未調査 

※2006年はモニタリングサイト 1000 と知床海鳥研究会の共同調査 

表出典：「2016海鳥営巣経年」ウトロ海域環境保全協議会 
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表 9 ウミウの営巣数の経年変化（2007年から 2016年） 

表 10 知床半島全体におけるウミウの営巣数（2006～2015年） 

図 4 ウミウの営巣数の経年変化  

図表出典：同上 

2016年のウミウの営巣数は知床半島全体で 315巣、斜里町側 303巣、羅臼側 12巣であった。 

0は営巣数がなし  －は未調査 

※2010年そして 2015年はモニタリングサイト 1000 と知床海鳥研究会の共同調査 

表出典：「2016海鳥営巣経年」ウトロ海域環境保全協議会 


